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画期的な工業的合成法が 1912 年に開発され 
安価に大量合成ができるようになり、アンモニア
は窒素肥料の原料として人類の食生活を支えて
きました。最近は、再生可能エネルギーの水素
キャリアとして注目されています。ACCELの研究
は、高温高圧下で大量のエネルギーを使っていた
アンモニア合成を、エレクトライドという新触媒に
よって低エネルギー化することをめざしています。

陸上部で鍛えた集中力

子どもの頃は野外で虫や小動物をつかま
えて観察し、図鑑で調べるのが好きでした。
ファーブルに憧れ、昆虫学者になるのが夢で
した。でも、学校の成績はあまり振るいませ
んでしたね。三者面談で担任に厳しく指摘さ
れたほどです。それが悔しくて猛然と勉強し
て一気に成績を上げました。瞬発力には自
信があります。

中学から大学まで一貫して陸上部で、種目
は主に走り幅跳びでした。大学では、主将とし
てチームを引っ張りました。陸上競技は、記録
の限界に挑戦する、まさに自分との戦いです。

研究にも「ここ一番、勝負！」といった山場
があります。漫然とやっていてもいい結果は
出ません。そんなときこそ、部活で培った集中
力が役立ちます。ベストのパフォーマンスを出
すという点では、試合も研究も同じですね。

転機が人を成長させる

少年時代によく遊んでいた川が汚れ、ア
ユが減ったことがショックで、環境問題に役
立つ研究をめざしました。大学の研究テーマ
は光触媒でしたが、その後の研究生活では
2度の転機がありました。

最初は、ポスドクとして原亨和先生（東京
工業大学教授）の研究室に入り「固体酸
触媒」をテーマにしたことです。繰り返し使え
て毒性の少ない新触媒への挑戦でした。生
活面でも、慣れ親しんだ大阪を離れ、知り合
いもいない東京に出て、不安を抱えました。

2度目は、現在の「アンモニア合成」をテー
マにしたときです。固体酸触媒の研究は順

調で、論文も何本か書くまでになったのです
が、それを一度やめて細野秀雄先生（東京
工業大学教授）のもとでこれまでとは異なる
アンモニア合成の研究を一から構築すること
になったのです。

アンモニアは８割以上が肥料に使われま
すが、今注目されだしたのは、水素キャリア、
貯蔵媒体としての役割です。ただ、合成の
過程で高温・高圧の条件が必要で、大量の
エネルギーが消費されます。研究中の新しい
材料を触媒に使うと、より低エネルギーで効
率よくアンモニアを合成できます。実用化は
先ですが、明るい兆しが見えてきました。

若い人には、「成功体験にとらわれないよ
うに」と言いたいですね。「うまくいく」とわかっ
ていることを敢えて放棄してみる。たいへん苦
しいですが、それが自分を成長させるのです。
私自身、転機のたびに全部捨てて、苦労は
しましたが、すごく成長できたと感じています。

趣味は山登りです。もう10回以上、3,000
メートル級の山を制覇しました。山頂で素晴
らしい景色に出合えると最高の気分になりま
す。苦しさを乗り越えた後でないと、本当の良
さは味わえない点では、研究も一緒ですね。
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アンモニア合成のための実験装置を操作する。
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金峰山にて。趣味の登山は、
3,000メートル級を登る本格派。

二人三脚で優れた研究成果を実用化へ

ACCELが挑戦する
新たな研究開発の流れ

松本 洋一郎／冨山 和彦／中村 道治
多孔性配位高分子で気体を吸着・分離して再資源化
身体性メディア技術で触覚をリアルに伝える
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